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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
相模原市水とみどりの審議会 

事務局 

（担当課） 
水みどり環境課 電話０４２－７６９－８２４２（直通） 

開催日時 平成３０年５月３０日（水） １４時００分～１６時１５分 

開催場所 相模原市立環境情報センター２階 学習室 

出 

席 

者 

委 員  ８人（別紙のとおり） 

その他  ０人 

事務局  ７人（環境共生部長、水みどり環境課長、他５人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）次期相模原市水とみどりの基本計画の策定について 

（２）平成２９年度答申を踏まえた新条例の制定に向けたスケジュ

ールについて 

 

３ その他 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）次期相模原市水とみどりの基本計画の策定について 

事務局による説明の後、質疑応答を行った。 

 

  ○ 現計画の評価について、事業の実績や施策との整合などの点数をどのように判

断するべきなのか。 

  ● 分かりやすい例で言えば、数値目標がある施策の場合、その目標を超えたとき

に「100%以上」の評価になる。数値によらないものであっても、事業進捗の状況

に合わせて評価することになる。 

  ○ 「施策の整合」の点では、本審議会の意見を当初から反映したものなのか。 

  ● 基本的には、水みどり環境課にて中立的な視点で施策と事業内容を比較し、整

合性を判断する。その中で、整合が図れていない施策について審議会からの意見

を取り入れるという形を想定している。 

  ○ 同じ４点でも、整合が図れているが事業実績がないもの、事業実績はあるが整

合が図れていないものがあるなど、単純に点数化するのは困難なのではないか。 

  ● 今回の評価・検証は、機械的に各施策を点数化し、その点数や内容に合わせて

個別に検討していくための作業だと認識している。 

  ○ あえてマトリックス的に評価せずとも、施策の整合、実績評価の順を追って評

価することもできるのではないか。 

  ● 参考にさせていただきたい。 

  ○ みどりの実態調査については、利用者からの指摘事項やこれまでの改善点が反

映されたものになるのか。 

  ● これまでに調査報告書に関する指摘等を受けたことはないが、改善すべき点が

あれば、可能な範囲で反映することとしたい。 

  ○ 一般的に、樹木は定期的に間伐等の手入れが必要であると認識しているが、例

えば、この調査において人工林と自然林の違い等は分かるものか。 

  ● それは識別できないが、森の手入れという観点では、市で森林ビジョンなどの

計画を策定しており、その中で示されている。 

  ○ この報告書はデータでも提供されるのか。 

  ● 報告書や図面等は、できるだけ利活用できる形式で受領する予定であり、提供

できる範囲や量については委託業者と調整していく。 
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  ○ 今回の生物相調査は文献調査であるが、特に緑区において基礎となるデータが

あるのか。 

  ● 緑区における基礎データは、足りていないと認識している。この文献調査では、

データのない区域、いわゆる空白地帯を把握することも目的である。これにより、

例えば今後調査するに当たり、空白地帯を優先的に行うなどの判断基準ができる

ものと認識している。 

  ○ 希少種は広く情報提供するのか。また、必要に応じて特定の種に関する情報提

供を依頼すれば許可されるものなのか。 

  ● 希少種については、種の保全や乱獲等の抑止の観点から、特に生息・生育場所

に関する情報提供をするべきではないと考えている。また、特定の種に関する情

報提供については、可否や手順を含め、今後の検討課題としたい。 

  ○ 漁協などが稚鮎等の放流記録を持っている。人為的な放流の記録もあるかもし

れないので、参考になるのではないか。 

  ● 参考にさせていただきたい。 

  ○ 生物の調査という広い観点では、ミンクや野良猫の活動についても調査するこ

とで、緑地の管理方法の検討にも繋がるほか、生物多様性を考える一つの素材と

して使えるのではないか。 

  ● なんらかのまとまった資料の有無を含め、庁内で確認する。 

 

（２）平成２９年度答申を踏まえた新条例の制定に向けたスケジュールについて 

事務局による説明の後、質疑応答を行った。 

 

  （特段の質疑応答なし） 

 

３ その他 

事務局から、次回の会議日程等について説明した。 

 

 

以 上   
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水とみどりの審議会委員出欠席名簿 

 

 氏  名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 田淵 俊人 玉川大学農学部 教授 会長 出席 

２ 南 正人 麻布大学獣医学部 准教授  出席 

３ 吉永 龍起 北里大学海洋生命科学部 准教授  出席 

４ 鈴木 千景 公募委員  出席 

５ 秋永 真里子 
特定非営利活動法人境川の斜面緑地

を守る会 理事 
 出席 

６ 飯塚 裕美 
特定非営利活動法人みどりのお医者

さん 
 欠席 

７ 熊谷 達男 
「小松・城北」里山をまもる会 

副会長 
 出席 

８ 髙橋 孝子 
特定非営利活動法人相模原こもれび 

理事長 
副会長 出席 

９ 野口 恭夫 
相模原商工会議所 ３号議員 

(東京ガス株式会社神奈川西支店 支店長) 
 出席 

 


